
緊急消防援助隊の概要

緊急消防援助隊は、平成７年（１９９５年）阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、大規模災害等にお
いて被災した都道府県内の消防力では対応が困難な場合に、国家的観点から人命救助活動等を効果
的かつ迅速に実施し得るよう、全国の消防機関相互による援助体制を構築するため、平成７年６月
に創設された。平成１５年６月の消防組織法改正により、緊急消防援助隊が法制化（平成１６年４
月施行）されるとともに、大規模・特殊災害発生時の消防庁長官の指示権が創設された。

■総務大臣が、隊の編成及び施設の整備等に係る基本的な事項に関する計画を策定
■基本計画を踏まえ、消防庁長官が都道府県知事又は市町村長からの申請に基づき、部隊を登録
（平成３０年４月１日現在、５，９７８隊が登録）
■大規模災害時には、消防庁長官の出動の求めに又は指示より部隊が出動
（求めを受けて出動した緊急消防援助隊の活動費は受援側が負担、指示の場合は国が負担）
■多くの部隊が効果的な活動を行うため、都道府県に消防応援活動調整本部を設置
（市町村には指揮支援本部を設置）

概 要

仕組み



隊種別 隊数 任 務

一
般
部
隊

統括指揮支援隊、指揮支援隊 57 迅速に出動し、被災状況の把握、消防庁との連絡調整、現地消防機関等の指
揮支援を行う。

指揮隊 144 都道府県単位の集合体である大隊を統括し、その活動の指揮を行う。
消火小隊 2,260 大規模火災発生時の延焼防止等の消火活動を行う。
救助小隊 487 高度救助用資器材を備え、要救助者の検索、救助活動を行う。
救急小隊 1,361 高度救命用資器材を備え、救急活動を行う。

後方支援小隊 853 各隊に対して、テント・給食設備等により必要な補給活動等を行う。
通信支援小隊 41 衛星通信設備等を備えた車両等により通信の確保等の活動を行う。

特殊災害小隊 340 毒劇物等災害、大規模危険物災害など特殊な災害に対応するための消防
活動を行う。

特殊装備小隊 443 遠距離送水設備、はしご、重機、水陸両用車、電源照明等特殊な装備を用いて
消防活動を行う。

水上小隊 20 消防艇を用いて消防活動を行う。
航空小隊 75 ヘリコプターを用いて消防活動を行う。
合計（重複除く）5,978 （2018.4時点）

特
別
部
隊

エネルギー・産業基盤災害即応部隊
（ドラゴンハイパーコマンドユニット） 12

石油コンビナート等の特殊災害に対し、高度かつ専門的な消防活動を迅速かつ的
確に行う。（指揮隊、大容量送水ポンプ車、大型放水砲搭載ホース延長車、大型化学車、
高所放水車、泡原液搬送車等により構成）

統合機動部隊 47 迅速に先遣出動し、情報収集を行うとともに、緊急の消防活動を行う。(指揮隊、消
火小隊3隊、救助小隊3隊、救急小隊3隊、後方支援小隊1隊等により構成)

※特別部隊を構成する隊は、一般部隊の小隊が兼ねている

緊急消防援助隊の登録隊



緊急消防援助隊の出動実績

災害名 死者・行方
不明者数 活動期間 活動日数 出動隊数 出動人員

蒲原沢土石流災害 14名 H8.12.6 ～12.12 7日 72隊 382人
岩手県内陸北部を震源とする地震 - H10.9.4 1日 2隊 7人

有珠山噴火災害 - H12.3.29～5.10 40日 14隊 65人
平成12年(2000年） 鳥取県西部地震 - H12.10.6 1日 4隊 15人
平成13年（2001年） 芸予地震 2名 H13.3.24～3.26 3日 9隊 37人
宮城県北部を震源とする地震 - H15.7.26～7.28 3日 3隊 16人

三重県ごみ固形燃料 発電所火災 2名 H15.8.22～8.25 4日 23隊 56人
栃木県黒磯市ブリヂストン栃木工場火災 - H15.9.8～9.9 2日 30隊 135人

平成15年(2003年) 十勝沖地震（ナフサ貯蔵タンク火災） 2名 H15.9.26～10.21 25日 381隊 1,417人
平成16年７月 新潟・福島豪雨 16名 H16.7.13～7.15 3日 171隊 693人

平成16年７月福井豪雨 5名 H16.7.18～7.19 2日 159隊 679人

平成16年台風第23号 兵庫県豊岡市水害 98名 H16.10.21～10.22 2日 70隊 284人

平成16年(2004年） 新潟県中越地震 68名 H16.10.23～11.1 10日 480隊 2,121人
福岡県西方沖を震源とする地震 1名 H17.3.20 1日 3隊 12人

平成17年JR西日本福知山線列車事故 107名 H17.4.25～4.28 4日 74隊 270人

奈良県吉野郡上北山村土砂崩れによる車両埋没事故 3名 H19.1.30 1日 7隊 30人

平成19年（2007年） 能登半島地震 1名 H19.3.25～3.26 2日 87隊 349人
三重県中部を震源とする地震 - H19.4.15 1日 3隊 12人

平成7年の創設以来38回の出動(内訳：地震災害18回、風水害12回、噴火災害3回、 タンク・工場等火災3回、雪崩１回、列車事故1回)



緊急消防援助隊の出動実績
災害名 死者・行方

不明者数 活動期間 活動日数 出動隊数 出動人員

平成19年（2007年） 新潟県中越沖地震 15名 H19.7.16～7.23 8日 15隊 110人

平成20年（2008年） 岩手・宮城内陸地震 23名 H20.6.14～6.19 6日 211隊 1,025人

岩手県沿岸北部を震源とする地震 1名 H20.7.24 1日 99隊 379人
駿河湾を震源とする地震 1名 H21.8.11 1日 6隊 29人

東日本大震災 22,233名 H23.3.11～6.6 88日 8,854隊 30,684人

平成25年台風第26号による伊豆大島の災害 43名 H25.10.16～10.31 16日 117隊 518人

平成26年８月豪雨による広島市土砂災害 77名 H26.8.20～9.5 17日 399隊 1,296人

御嶽山噴火災害 63名 H26.9.27～10.17 21日 547隊 2,171人

長野県北部を震源とする地震 - H26.11.23 1日 22隊 104人

口永良部島噴火災害 - H27.5.29 1日 4隊 22人

平成27年9月関東・東北豪雨 20名 H27.9.10～9.17 8日 255隊 1,001人

平成28年熊本地震 272名 H28.4.14～4.27 14日 1,644隊 5,497人

平成28年台風10号 29名 H28.8.31～9.9 10日 257隊 1,044人

栃木県那須町での雪崩事故 8名 H29.3.27～3.28 2日 3隊 10人

平成29年7月九州北部豪雨 44名 H29.7.5～7.25 21日 1,179隊 4,203人

大分県中津市での土砂災害 6名 H30.4.11～4.14 4日 31隊 135人

大阪府北部を震源とする地震 6名 H30.6.18 1日 2隊 11人

平成30年7月豪雨 232名 H30.7.6～7.31 26日 1,383隊 5,385人
平成30年北海道胆振東部地震 41名 H30.9.6～9.10 5日 197隊 827人
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